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2020 年以降の SCOAP3 フェーズ 3 における参加機関の拠出額の算出方法について（通知） 
 
 

日頃より，大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議の活動にご協力を賜わり，誠に 
ありがとうございます。 

さて，高エネルギー物理学(HEP)分野の査読付きジャーナル論文のオープンアクセスを推進する

国際連携プロジェクト「SCOAP3 (Sponsoring Consortium for Open Access Publishing in 
Particle Physics)」は，2019 年 12 月末にフェーズ 2（2017 年～2019 年）が終了します。 

この期間におきましては，40 か国以上の国の図書館，主要な資金提供機関，研究センター等が同

プロジェクトを支援し，その結果として，高品質の査読付きジャーナルの 25,000 件を超える論文のオ

ープンアクセス出版をサポートしてきました。また，アメリカ物理学会（APS）の 3 つのジャーナルが同

プロジェクトに加わり，HEP 分野のジャーナル出版物の 90％をカバーするに至っています。こうした

ことから，SCOAP3 参加各国の代表者で構成される Governing Council において，2020 年～2022
年の 3 年間をフェーズ 3 として，同プロジェクトが継続される運びとなりました。 

このプロジェクトの継続には，従来対象ジャーナルの購読料を支払ってきた大学図書館等からの支

援が引き続き不可欠です。そこで，大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議では

「SCOAP3 タスクフォース」を設置して，フェーズ 3 における各参加機関の拠出額の算出方法を確定

しましたので，別紙の通りお知らせします。 
つきましては，「参考 SCOAP3 プロジェクトに係る現在までの状況について」と併せて，フェーズ 3

における拠出額の算出方法をご確認いただきますようお願いいたします。後日事務局（国立情報学

研究所）が，フェーズ 3 への参加意向確認を行いますので，フェーズ 2 にご参加いただいている機関

におかれましては，引き続きフェーズ 3 への参加のご準備をいただきたく存じます。残念ながらフェー

ズ 2 にはご参加いただけなかった機関におかれましてはフェーズ 3 からの参加のご検討をいただき

たく，予めお知らせいたします。 
なお，本文書にご回答いただく必要はございませんので，念のため申し添えます。 
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